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　1．はじめに：論文としての目的と本事例　　　　皿．心理治療の経過
　　　の全体的イメージ　　　　　＃1初回面接（2。。X年7月4日）「立体的コラー
本事例は、約1年半のコラージュを中心とする表　　　　　ジュとの遭遇」
現的療法を通して問題を乗り越え、治療を終えたケ　　　（1）最初の印象
一スであるが、その制作過程と作品表現は、従来の　　　　Clは20代女性、独身、自殺衝動があり、当時A精神
コラージュ療法の枠ではどうしてもとらえきれない、　　科クリニックから安定剤を処方されている。大まか
きわめて特異なものであり、また「生の基盤の脆さ」　　　な情報と共にカウンセリングを依頼され、面接する
言わばヴァルネラビリティー（vulnerability）（山口他　　　ことになる。
1984）を抱えたクライエント（以下Cl）による、フ　　　　Clは軽く頭を下げて名前を言い、ほとんど視線を
アンタジー性と重層的イメージ性に満ちている物語　　　合わすことなくうつむいたままぼうっと立っている。
がそこに在ったとも言える。そうした物語と作品を　　　椅子にかけることを勧め、どんなことでここに来た
採り上げながら、コラージュや表現的療法の可能性　　　のかを訊ねるが、すぐには口を開かずにうつむいて
や課題を考えてみたい。　　　　　　　　　　　　　　　いる。辛そうな様子で、しばらくそのままにしてお
　なお来談への経緯、家族関係など、個人的情報事　　　く。やがてつぶやくほどの声でぼそっと話し始める。
項は基本的にすべて省略する。それは、相談の具体　　　「自分の気持ちをどう言っていいのかよく分からな
的背景や内容については最少限度にとどめ、作品中　　　い。また、どんな言葉を使ってもちゃんと言えない
心の研究論文とする約束で発表の了解を得ているか　　　気がするので、あまり話したくない」というように
らである。なおClの心理的変化を写すように、ある　　　聴き取れた。　Clは必ずしも拒否的姿勢ではないが、
時期を境に、ほとんど不連続とも言える表現の劇的　　　何かにおびえ、身も心も堅く小さくなっているよう
変化が生じている。そのため、本事例は副題によっ　　　に感じられた。
て前半と後半の2回に分け、今回は前半のみを発表　　　　そこで、言葉ではうまく言えない気持ちの表現で
することにする。なお、前半の面接の場所は研究室　　　も、絵を描いたり詩を書いたりすることでも、イメ
と実験室、後半の途中からは新設の心理療法室と相　　　一ジとして伝わることなどを話す。例として箱庭と
談室である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コラージュの二つについて具体的に説明する。Clは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コラージュに関心を示し、筆者（以下Th）は画用紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と資料のボックスを用意する。こうして次のような
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　劇的空間と時間とが立ち現れることになる。
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（2）何かに「挑みかかる」姿勢　　　　　　　　　　　　　きた。
　Clは渡した画用紙を手にとって無表情に見ていた　　　（5）赤のテーマと「八百屋お七」またはヴァルネラ
が、突然、何も言わずに無造作にそれを手でぐしゃ　　　　　　ビリティー（脆弱性）
ぐしゃもみつぶす。しわしわになった紙を今度は両　　　　この最初の作品は、基本的に赤のテーマという印
手で無造作にびりびりと破り始める。〈あっ〉と思　　　象が強い。ボックスの中からかなり時間をかけて最
いくそれは貼る方の台紙ですよ〉と止めようとした　　　初に選んだのは、真っ赤な紅葉の葉っぱで、それを
が、〈待てよ〉と声を内に押し込む。なにしろたっ　　　丁寧に切り抜く。次はやはり真っ赤な着物を着て、
た今何枚かのコラージュ作品を見せて具体的に説明　　　腕をあらわに振り上げている八百屋お七の浮世絵を
したばかりなのに、あえてその通りにしないという　　　選ぶ。迷うことなく最初に台紙の真中に貼り付けた
ことに意味があると考え、とりあえず見守ることに　　　のは浮世絵の方だった。次いで紅葉の葉を2枚貼る。
する。Clの先ほどまでの無気力でぼんやりした印象　　　白い紙に3つの鮮烈な赤がどきっとするほど挑戦的
は消えて、迷うことなくびりびりと台紙を切り破り、　　　な印象で（写真1）、赤とお七の物語に象徴的なもの
今度はそれをのりで貼り付けていく。激しく何かに　　　を感じる。しかし「お七」の物語は知らなかったよ
「挑みかかる」ような雰囲気だった。　　　　　　　　　　うだ。
　コラージュへのこんな取りかかり方はこれまで経
験したことも、またその可能性を考えたこともなか　　　　　写真1
っただけに、強い興味を喚起される。コラージュの
一般的概念を突き抜けた、すべてに「挑発的」とも
言えるClのこの立体オブジェ表現体験は、この後約
1年余付き合っていく初めてのまさに「遭遇」とし
て、記憶に深く刻み付けられる。
（3）新しいスティック糊1本を使い切る
　Clは黙々としかし手を休めることなく、エネルギ
ッシュとも言える姿で作品に熱中する。切ったもの
を貼り付ける時のClの糊の使い方が尋常ではない。
最初のぼうっとした印象とは全く違い、攻撃的また
は挑戦的・挑発的とも言える雰囲気で、糊が容器か
らはみ出るのも全く気にせず、力いっぱいぎゅっと　　　　これ以降の彼女の作品の多くにも、この鮮やかな
押し付け貼っていく。新しいスティック糊を出した　　　赤色がどこかに使われている。赤は攻撃色・前進
のだが、この第1回目の作品だけで1本使い切って　　　色・拡大色などという生理心理的性質をもつ。激し
しまっていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いエネルギー、強い自己主張、「挑発的」感覚、怒り、
（4）丁寧さと思い切りのよさ　　　　　　　　　　　　　そしてまたそれと裏腹に存在する、脆く不安定な気
　ちぎった画用紙を貼り合わせると、奇妙な形だが　　　分などともつながりやすい。このClの心の背景には、
台紙らしきものが出来上がる。Clは資料ボックスを　　　一貫してそうしたものが重層的に秘められていたと
かき回して吟味しながら探し始める。やることは最　　　感じる。
初からはっきりと理解しているようだ。ついでに言　　　（6）言葉を貼り付ける
うと、切り抜くときの細かなところまできちんと切　　　やがてClは自分のバッグからノートを出し、何か
っていく丁寧さと、逆に手でちぎるときの思い切り　　　びっしりと書いてあるページをぴっと破り、それを
のよさは、その後も一貫する彼女の製作過程の特徴　　　　はさみで大まかに切って、適当にあちこちに貼り付
であった。ある時そのことを訊くと、彼女はそれを　　　ける。横からはよく読めないが、日記とか詩の断片
はっきり意識していて、見た材料とその時の気分で、　　　のような感じである。
はさみで丁寧に切り取ってみたり、乱暴に切り裂い　　　　この日以降も彼女は、書いておいたものを（時に
てみたと言う。　　　　　　　　　　　　　　　　　はその場で何か書いて）切ったり裂いたりして、あ
　なおこの感覚は、Th自身がコラージュを作る時し　　　ちこちに貼り付けることが非常に多かった。その断
ばしば同じような体験をしているので、よく理解で　、　片が最後にはどこかに隠れてしまって何が書いてあ
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るのかわからないことも多い。だが内容にも興味を　　　（写真2）。今まで出会ってきたさまざまなコラージ
感じ、Clがそういうものを取り出すと、時には切り　　　ユ作品とは、表現も印象も大きく異なる。箱庭とも
刻む前に読ませてもらったり、他には出さないとい　　　違う。2次元的コラージュの一般的概念を超えてお
うことで写真に記録したこともある。しかし大抵は　　　り、それだけに、セラピーにおけるいわゆる「枠」の
口を挟まずにいた。　　　　　　　　　　　　　　　　　概念をも揺さぶる。自分の興味以外は心を開かない
　しばらくしてClはバッグから口紅容器のようなも　　　頑くなな自閉性、しかしそこに表現されたものの確
のを取り出し、台紙の部分に真っ赤な色でぎゅっぎ　　　かで強烈な自己主張的メッセージ性。これからも面
ゆっと力をいれて何かを描きつける。質問はしない　　　接を続けたいか訊ねると、はっきりうなずくが、難
のに、「これ今日買ったばかりのマニキュアです」と　　　しい事例であると覚悟する。
言う。しわしわの紙に書いているので横からは読み
難いが、よく見ると、そこにはローマ字で太く赤く　　　　　写真2
rTASUKETE」とあった・　　　　　　　1－一転　秘郎！illll，ny，・∵鷹灘蕪騨4版コ．　戦ζ論～∫・∵螺
うのでもなく、そこにある顔の写真を丸めて全く別　　　　　　　　　　　　　　　・
の顔を作るこのやり方に、何らかの象徴的意味が隠　　　　　　　　　　　　一　ら
されているようにも感じられた。
　さらに赤い模様のある紙袋を円筒形に丸めてお七　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
の絵に被せて立て、筒の一番上から女性の裸体を切
ってぶら下げる。十字架にかけられたキリストのよ　　　＃2（200X年7月11日）「毛糸で縛りつける」
うな姿でもある。独り言のように、「この間NEXT　　　　1週間前と同じように、ぼうっと入室して無表情
21の一番上から飛び降りようと思って行ったけど、　　　に挨拶し、「何か作っていいですか？」と言う。以後、
どうしても18（最上）階まで行かれなかった」と言　　　多くの場合はこの「何か作っていいですか？」が最
い、この女の人は飛び降りたいと思っているのだと　　　初の挨拶のようなものになる。前回のように台紙を
も付け加える。紅葉の葉やお七の画はもう隠されて　　　丸めたり切ったりするのではなく、切った材料を丁
見えない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寧に揃えて貼っていく。ほとんどは青い写真で、前
（8）自閉的境界例的危うさと魂の襲　　　　　　　　　回とは全く違う静かな落ち着いた印象の作品ができ
　最初のぼうっとした雰囲気はいつのまにかどこか　　　ていく。やはりスタンダードなコラージュ作品に落
に隠れ、何かに愚かれたように箱をかき回し、休み　　　ち着いていくのかと思った時、バッグから白い毛糸
なく手を動かして切る、丸める、貼るという作業に　　　玉を取り出し、「これで縛っていいか」と訊く。〈構
没頭する。異常なほどの熱中の姿から、心の中のマ　　　わない〉と答えると、最初は白い毛糸で縛り始め、
グマがすさまじい勢いで噴出してくるものを感じる。　　　やがて赤い毛糸玉も出してきて縛り、そこにまた何
これ以上続けさせるのはく少し危ない、ストップを　　　か文章を書いてあるノートの切れ端を縛り付ける
かける必要があるかもしれない〉と思い、＜まだか　　　（写真3）。以来、Clはしばしばバッグから毛糸玉
かりそうですか？〉と訊ねる。　　　　　　　　　　　（ほとんどは赤）を取り出して利用する。
　「もうすぐ終わりです」という答えに最後まで続　　　　ぽつんと「昨日押し入れに入って自分の身体を紐
けさせることにし、まもなく終わる。しわしわの紙　　　でぐるぐる巻きにした」と言う。理由は尋ねずに〈
は、鷲田の言う「折りたたまれた」魂の像なのか　　　どんな感じがした？〉と問う。「衝動的に自分をぎり
（中井2005）？何もかも真っ赤な血に染めたような、　　　ぎり強く締め付けたかったが、気分がよくなく、苦
この初めて出会う立体的作品の印象は圧倒的だった　　　しくてやめた」と応え、それ以上の会話は続かない。
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写真3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん与えられた台紙に貼ることを求められ・そこから
少しはみ出したりする程度の広がりは、枠の範囲内
と言えるだろう。箱庭ではもっと具体的に箱が枠と
しての機能を確かにしているが、本事例の特に後半
の面接では、ある意味で物理的な枠はほとんど無視
される。そのような場合の枠は、Th自身がその役割
を担うべきだろうと思う。経験的に言ってとても重
く難しいことも生じるが、それは後半で触れる。
（4）問わず語りの重い現実
　自殺衝動と診断される背景などについて、問わず
心の中にあるものが自分を苦しめる。それを無理に　　　語りに少しずつ話すようになる。幼児期からの死に
でも抑えつけようとするが、それで鎮められるもの　　　関する衝動や体験には、何が隠されているのだろう
ではないのだろう。この後の作品にも度々「縛る」　　　か？よくわからないところもある。また、偶然の出
というテーマが現れる。おそらく「自死」衝動とつ　　　会いに自分を無視してすれ違って行くかつての相手。
ながるものがあり、逆にまたそれほどの激しい思い　　　そこからは相手の心が極めて具体的に鋭く突き刺さ
が内に秘められているのかとも思う。　　　　　　　　　る。自分を失うほどの痛み。Thはそれらについてあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えてほとんど質問はしない。しかし問わず語りの内
＃3（200X年7月18日〉「荒波から守られる少女」　　　容には、それぞれの重みと意味が隠されていること
（1）花と少女と居場所　　　　　　　　　　　　　　を知ることも多い。本事例はその典型でもあったよ
　まず可愛い女の子の絵を丁寧に切り抜く。少女を　　　うな気がする。
包み込むむように、白い台紙をちぎって花びらの形
に囲む。花びらの外は荒れ狂う海で、花はその荒波　　　＃4（200X年7月28日）「初めての箱庭」
から少女を守っていると言う。確かにそういう印象　　　　初めて箱庭を作ってみたいと言う。まず白い砂を
を受ける。さらに台紙の片隅から橋が架けられた小　　　選んで濡らし、最初からためらうことも、また手も
さな島が続き、少女が安心して逃げ込める居場所で　　　休めることなく、大きく左右に足を広げて仰向けに
もあると説明する。少女はきっと自分なのだろう。　　横たわる人間を作っていく。首の上を戦車が乗り越
1、2回目とは趣の異なる物語性を秘めて、Clの少　　　え、首は血に赤く染まり、頭は胴体から離れている
し落ち着いた今日の世界を見せている感じがした。　　　　ように見える。その死体のような物体に、戦士やス
（2）コラージュ表現の特徴　　　　　　　　　　　　　　ポーツ選手などをはじめさまざまな人間たちが群が
　ここまでの3回の経験で、表現したいことを「自　　　る。ちょうど死骸に群がるアリのような印象。しか
分で作って」置いていくこうしたコラージュの直接　　　し死んではいないと言う。向かって左の足の方に白
性具体性は、用意された選択肢から選んで作る箱庭　　　いマリヤ像が立っている。白く死にかけているよう
よりも、場合によってはイメージがより明確iになり、　　　な裸の人間の姿が、深く影を刻んでどこか生々しく
かつ治療的効果も高まるような印象を強く受けた。　　　　不気味である。マリヤ像があっても息苦しさを感じ
（3）コラージュが三次元的であることの意味　　　　　　　て落ち着かない。マリヤは何を見ているのだろう？
　コラージュは基本的に平面という前提で考えられ　　　自らの無力さに途惑っているようでもある。
てきた。専門的解説も例外ではない（杉浦　1992　　　C1は熱中していてほとんど無言。質問に対しても
1994：山中他　1993：今村2006）。だがこの事例に　　　うるさそうな感じで簡単に応答。裸で横たわる人間
よってまさに「未知」と遭遇し、大きな問題を抱え　　　は自分？外からのあらゆる攻撃になすすべもなく、
込んだ気がする。高さと深さと平面的広がりをもつ　　　目は開けているがうつろで何も見えていないような、
三次元は、箱庭の世界でもある。その意味では三次　　　しかしその弱く無防備な姿にむしろ強烈な存在感を
元コラージュは、高さと深さを具体的に表現でき、　　　感じる。「在る」というだけでまさに「挑みかける」
箱庭ととても共通するものがある。それは注目すべ　　　姿勢と言えるかもしれない。「こんな状態にいる自分
きだろう。しかし一方で、本事例のように広がりの　　　をあなたは簡単に救えると思っているの？」「まあお
枠を簡単に超えてしまうことが起こりうる。もちろ　　　手並み拝見といきましょうか」そんな手強い「挑発
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的」問いを投げかけてくるようでもあった。　　　　　　　＃7（200X年10月4日）＜＃6：9112略）
この後ほぼ1ケ月、Thの都合で面接を中断。　　　　　　　　台紙に白黒の写真を貼る。所々手で紙を破って上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にはじけるような形に折り上げ、また紙面右下部に
＃5（200X年9月5日）「激しい孤独感と怒り・　　　集中して、大きさの異なる印刷された文字を貼る。
　　赤のテーマ」　　　　　　　　　　　　　　　　　文字は「襲う」「死」「生きている」「平凡な人生」
　面接再開。1ケ月以上の空白はC1の心をまた遠く　　　「熱情」「大丈夫」の6種。「平凡な人生」だけオレン
にさせた気がする。濃い鉛筆を使って台紙に激しい　　　ジ色で、他は黒。特に「襲う」のポイント（大きさ）
勢いで線を縦横に描きなぐる。そこに真っ赤な紙を　　　は、他の文字を圧倒する巨大さで自己主張している。
三角にちぎって何枚か貼り付け、その三角形の周り　　　何が何を襲うのか？襲うものと襲われるものはどん
に短く、孤独感や悲しさ、また怒りを表現する文を　　　な関係にあるのか？他の文字もまたそれぞれに無意
書いていく。それを手でちぎり、また糊で貼り合わ　　　味とは思えない。さらにその全体を、白い毛糸で縦
せる。やり場のない寂しさ、言いようのない悲しみ、　　　横にピンと引っ張って縛る。Thはその世界になかな
何ものかへの怒り、荒々しく激しいエネルギーの噴　　　か入りこんで行かれないもどかしさも感じる。
出、初回の再現を思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　「自殺」とか「死」は、このClの一つの特徴的テ
　赤いマジックペンで文字を加える。金色の紙をち　　　一マとして度々顔を出してくる。初めの頃、〈Clが
ぎって跳ね上げるように貼り付ける。一見戦国武将　　　帰りにどこかから飛び降りたりしないだろうか〉な
の兜の前立てや飾りの感じがあるが、ただ四方八方　　　どという不安を正直感じながら送り出したことも何
に跳ね上がっていて、無統制にも見える。しかし出　　　回かある。彼女には、そんなヴァルネラブルな危う
来上がった作品を見ると、鉛筆の線や文字が見えな　　　さをふと感じてしまうような、頼りなさと激しさが
い限り、金色と赤色が調和した不思議な統一感があ　　　いつも同居していた。
る。C1の矛盾と葛藤に満ちた痛々しい、しかしそれ
でも何とか持ちこたえている心の世界が感じられ、　　　＃8（200X年10月10日）「揺れる立像と仮面」
Thも言葉を失う。このような心を切り裂くような印　　　　折り紙のようにして細く人間のような立ち姿を、
象の作品の前に立つとき、こうした表現的技法の奥　　　台紙に立てて貼り付ける。広場で踊っているような、
深さと難iしさをしみじみと感じる。2次元的表現で　　　集まってしゃべっているような立像たち。しかしど
はこの迫力は無いだろう。（写真4）　　　　　　　　　　こか像としての主張が弱々しく不安定で頼りない。
　また、大江は演出家シクロフスキーの言葉「芸術　　　　台紙の一方を波が打ち寄せるように手で裂いて曲げ、
は、ものが作られる過程を体験する方法であって、　　　その反対側に、太郎冠者みたいな大きな仮面を同じ
作られてしまったものは芸術では重要な意味をもた　　　ように立てて貼る。人々を皮肉な目で眺めている印
ない」を引用し、小説の読み方や読まれ方について、　　　象。いや、もしかしてそれは見守るThなのだろう
「読み終わった時、かれの手にあるのは、いわば残り　　　か？その後で台紙に鉛筆で何か書き込む。書いた言
カス」「そこにいたる言葉の生きた経験にのみすべて　　　葉には、Clの孤独感や絶望感、また必死に助けを求
の意味があった」と言う（大江　1988）。特にこのよ　　　める矛盾した思いなどが記され、Thに向けて正面か
うなコラージュや幼児の熱中した遊びに立ち会う場　　　ら投げつけているようでもある。
合、この大江の指摘に共感する。　　　　　　　　　　　　老松は「治療者側のファンタジーやイマジネーシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ョンが本当に意味のあるものであるため」には、「対
　写真4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象にしっかりと密着し」「受動的に流れに巻き込まれ
ることのない」「意識的な自我の関与が必要」と言う
（老松　1999）。その指摘を意識する。
＃12（200X年11月28日）〈＃9（11／5），＃10
　　（11／14），＃11（11／21）略〉
　　「気高さと脆さ（2回目の箱庭）」
（1）気高さと脆さのバランス
　1回目同様白砂を選ぶ。まず全部の砂を集め丁寧
18　三次元的コラージュとの「遭遇」その1
に高く積み上げ山を作る。山頂に十字架を置き、そ　　　（2）思いがけない電話
こまで昇れるように麓から山頂までしっかりと階段　　　　しかしこの日思いがけないことが起きる。十数分
を刻む。それも丁寧でとても集中している感じ。一　　　後、Clから電話がかかる。「私は先生なんてちっとも
転して今度は、椅子を組み合わせて高いモニュメン　　　信用していませんから」とだけ言って電話は切れる。
トのような物を作ろうとするが、とても不安定です　　　Thが今日の箱庭に少し安心したような様子を見せた
ぐに壊れてしまう。しかし何回でも初めからやり直　　　からなのだろうか？Thとしては、ヒマラヤの山々の
し続け、かなりの時間（約15分）をかけて何とかバ　　　　ような急角度に高い白い山の美しさと脆さ、不安定
ランスを保って完成。その不安定な組み立ての上に　　　な椅子のモニュメントをあきらめずチャレンジして
山頂と同じ十字架をそっと乗せる。　　　　　　　　　　いた姿などに、深く心を揺さぶられていたことは事
　次にまた、他の椅子や長細いベンチを使って同じ　　　実である。Clは、そういうThの感情をどこかでキャ
ような物を組み立て始めるが、先の組み合わせより　　　ッチし、「そんな簡単なものではない」と感じたのか
安定的で、かなり短時間で出来上がる。さらに今度　　　もしれない。しかしこの電話は、ThとClの世界が初
はテーブルと椅子を使い、最も安定した組み合わせ　　　めて触れて火花を散らしたようにも感じた。
で、秒の単位で完成する。
　非常に集中していたので、ほとんど会話がなかっ　　　＃13（200X年12月t2日）「時計」
たが、高く聲える純白の山は、頭に十字架をいただ　　　　コラージュとしては全く赤の無い初めての作品。
き裾を大きく広げた王女か花嫁のドレスをイメージ　　　ただ立体的であることは変わらない。白い台紙にま
させる。見事なバランスで落ち着きがある。それを　　　ず茶色い男性のベストを手でちぎって貼り付ける。
囲む底のブルー・・一・との対比で爽やかに白が映え、神秘　　　それを手やはさみで切った青い海やジーンズの写真
的とも言える美しさを感じてとても印象的だった。　　　で、丸く包み込むように貼っていく。そこに大きな
余計な言葉を拒否する宗教的清潔さ、悲劇的な運命　　　腕時計の時計部分だけを貼る。ほとんど会話はなく
に気高く立ち向かう王女のイメージもありとしたら、　　　静かに熱中している。前回の電話の件はお互いに触
少し解釈し過ぎだろうか？　　　　　　　　　　　　　　れない。
　それぞれに異なる不安定さを抱きながら、微妙な　　　　人物写真を片方ははさみで切り落とし、反対側は
バランスを保つ3つのモニュメントがそれをトライ　　　手でちぎって紐のように細長くし、それで全体をふ
アングルに囲む。いつもの「挑む」ようなコラージ　　　んわりと縛るように貼る。毛糸とは異なるがやはり
ユ作品とどうつながるのか？このClのもつ不思議な　　　「縛る」テーマがあるようだ。しかしその緩やかさは、
センスや感覚の世界が興味深かった。Cl自身も納得　　　壊れやすい物を大事に慎重に包み込むような雰囲気
した様子で、無言だが穏やかな表情で眺める。（写真5）　　　があり、心の穏やかさを感じる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中心から見て時計の反対側には、紙紐部分よりも
　写真5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高く聾えるように細長いモニュメント的な重なりが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にも見える。
　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　初めて登場した時計は何だろうか？「失われた時」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を愛おしむのか？あるいは新しい「時」を刻もうと
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写真6
＜ここで前半は終わるが、翌1月の最初の面接はま
た全く新たな「遭遇」となる。〉
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